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歳 出歳 入会 計 名歳 出歳 入会 計 名

665万円748万円海 外 留 学 奨 学 事 業80億1,207万円82億2,101万円国 民 健 康 保 険

43億5,572万円43億6,698万円老 人 保 健32億9,345万円33億6,656万円公 共 下 水 道 事 業

560万円736万円火 災 共 済 事 業93万円179万円学童等災害共済事業

5億9,313万円6億3,328万円介護老人保健施設等事業
3億4,719万円3億4,856万円

中小企業従業員退職金等
　　　　　福祉共済事業 25億   667万円26億1,659万円新曽第一土地区画整理事業

20億9,838万円21億2,080万円介 護 保 険4億9,412万円5億2,304万円医 療 保 健 セ ン タ ー

217億3,179万円222億3,132万円合 計1,788万円1,788万円交 通 災 害 共 済 事 業
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（0.3％）�

（0.2％）�

�

地 方 消 費 税 交 付 金 �

地 方 特 例 交 付 金 �

使 用 料 及 び 手 数 料 �

財 産 収 入 �

分 担 金 及 び 負 担 金 �

地 方 譲 与 税 �

自動車取得税交付金�

利 子 割 交 付 金 �

地 方 交 付 税 �

�

諸 支 出 金 �

商 工 費 �

議 会 費 �

労 働 費 �

農 林 水 産 業 費 �

（3.4％）�

（1.3％）�

（1.0％）�

（0.8％）�

（0.1％）�

その他の主な内訳�

その他の主な内訳�

民 生 費 �
（100億4,861万円）�

教 育 費 �
（59億7,386万円）�

衛 生 費 �
（29億8,266万円）�

消 防 費 �
（14億6,396万円）�

土 木 費 �
（76億3,860万円）�

総 務 費 �
（41億1,396万円）�

公 債 費 �
（17億7,984万円）�

そ の 他 �
（23億8,013万円）�

繰 入 金 �
（21億2,221万円）�

市 税 �
（227億5,675万円）�

繰 越 金 �
（15億4,239万円）�

県 支 出 金 �
（10億9,790万円）�

国 庫 支 出 金 �
（35億961万円）�

諸 収 入 �
（21億595万円）�

市　　　債�
（13億4,190万円）�

そ の 他 �
（38億3,071万円）�

収入源� 支出先�
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383億742万円� 363億8,162万円�

平成15年度 決算

※各会計の合算額は千円以下四捨五入のため、合計と1万円の差があります

歳
入
歳
出
決
算
書
、
そ
の
他

の
附
属
書
類
は
、
地
方
自
治
法

に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

収
入
役
所
管
の
証
書
類
と
照
合

し
た
結
果
、
予
算
執
行
は
、
所

期
の
目
的
に
沿
い
、
適
正
か
つ

効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
も
の
と

認
め
ら
れ
た
。

平
成
１５
年
度
決
算
は
、
税
収

等
の
伸
び
が
依
然
と
し
て
低
い

中
、
市
民
の
多
様
化
す
る
行
政

需
要
に
幅
広
く
対
応
す
る
た
め
、

経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
福
祉
の
向
上
や
都
市
基
盤

の
整
備
、
教
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
必
要
な
分
野
に
弾
力
的
に

投
資
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
る
。

決
算
の
実
質
収
支
は
黒
字
決

算
と
な
り
、
財
政
運
営
は
総
じ

て
安
定
し
て
い
る
。

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前
年

適
正
で
効
果
的
に

使
わ
れ
た
と
認
め
る

適
正
で
効
果
的
に

使
わ
れ
た
と
認
め
る

度
と
比
べ
、
減
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
市
税
で
は
、
市
民
税
、

特
別
土
地
保
有
税
及
び
都
市
計

画
税
が
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
及

び
市
た
ば
こ
税
は
増
と
な
っ
て

お
り
、
全
体
で
は
増
加
に
転
じ

て
い
る
。
そ
の
他
で
増
と
な
っ

た
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金

及
び
繰
入
金
で
あ
り
、
減
と
な

っ
た
主
な
も
の
は
、
財
産
収
入
、

諸
収
入
及
び
市
債
で
あ
る
。

歳
出
は
、
前
年
度
と
比
べ
、

減
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
で
増

の
主
な
も
の
は
総
務
費
、
土
木

費
及
び
諸
支
出
金
で
、
減
の
主

な
も
の
は
、
民
生
費
と
教
育
費

で
あ
る
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水

道
事
業
会
計
、
い
ず
れ
も
健
全

財
政
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
税
収
の
収
納

状
況
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
財
政

状
況
の
好
転
は
難
し
い
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
税
を
初

め
財
源
の
確
保
に
職
員
が
一
丸

と
な
り
取
り
組
む
と
と
も
に
、

事
務
事
業
評
価
を
活
用
し
、
成

果
重
視
を
視
点
と
し
た
事
業
選

択
を
図
る
な
ど
、
簡
素
で
効
率

的
な
事
務
執
行
に
努
め
、
常
に

将
来
を
見
据
え
た
適
正
な
財
政

運
営
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

人
あ
た
り
の
人
口
は
増
や
す
こ

と
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
滷
議

員
へ
の
役
割
期
待
の
変
化
か
ら
、

段
階
的
に
定
数
を
減
ら
し
、
議

員
の
権
限
を
拡
大
す
る
と
と
も

に
、
報
酬
や
政
務
調
査
費
、
立

法
に
関
す
る
経
費
を
増
額
し
、

公
開
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。
澆
報
酬
を
削
減
し
、
財
政

負
担
を
な
く
し
た
上
で
、
む
し

ろ
定
数
を
増
加
し
、
他
の
仕
事

で
報
酬
を
受
け
な
が
ら
議
員
活

動
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た

方
が
、
議
会
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
っ

た
意
見
な
ど
で
す
。

議
会
も
率
先
し
て
痛
み
を
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

人
口
増
加
が
依
然
と
し
て
続
き
、

将
来
予
測
が
難
し
い
本
市
の
状

況
を
考
慮
し
た
場
合
、
１
議
席

減
と
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
の
結
論
に
い
た
り
ま
し
た
。

討
論
の
後
、
採
決
に
入
り
、

こ
の
条
例
は
賛
成
多
数
に
よ
り
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

定例会中の9月11日から4日間、ボートコ
ースでは「彩の国まごころ国体ボート競技」
が行われ、熱いドラマが展開されました。

介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
討
論
が
行
わ
れ
、
採

決
の
結
果
、
認
定
し
ま

し
た
。
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

日
本
共
産
党

岡
嵜
郁
子

議
員

平
成
１５
年
度
は
３
年
目
の
見

直
し
と
い
う
こ
と
で
、
介
護
保

険
料
の
改
定
が
行
わ
れ
た
年
で

し
た
。
保
険
料
負
担
は
大
き
く
、

加
え
て
、
基
準
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
た
め
、
負
担
感
が
強
ま

っ
て
い
ま
す
。

１５
年
度
決
算
に
お
け
る
普
通

徴
収
の
収
納
率
は
前
年
度
よ
り

１.７
％
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
態
が
続
け
ば
、
低
所
得

者
の
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ

か
ね
ま
せ
ん
。
引
き
下
げ
や
、

据
え
置
き
を
行
っ
た
と
こ
ろ
が

多
く
、
月
額
３
０
０
０
円
を
超

え
た
市
は
県
内
で
は
本
市
を
含

め
７
市
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本

市
を
除
く
市
で
は
保
険
料
の
減

免
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
点
か
ら
も
、
１５
年
度

保
険
料
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、

基
準
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
会

細
井
幸
雄

議
員

低
所
得
者
へ
の
配
慮
か
ら
６

段
階
区
分
の
保
険
料
率
を
設
定

し
、
所
得
金
額
９
０
０
万
円
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険

料
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

第
１
段
階
や
第
２
段
階
の
低
所

得
者
の
保
険
料
を
低
く
設
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

積
立
金
を
一
部
取
り
崩
し
、

基
準
額
の
上
げ
幅
を
月
額
２
０

０
円
に
抑
え
た
経
過
も
あ
り
、

健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
区
分
に
応
じ

た
負
担
は
必
要
で
あ
り
、
６
段

階
の
区
分
設
定
や
基
金
の
取
り

崩
し
な
ど
、
介
護
保
険
料
を
抑

え
る
努
力
は
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
給

付
費
の
急
激
な
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
介
護
保
険
料
の
大
幅

な
ア
ッ
プ
を
抑
制
す
る
た
め
に

も
一
定
の
積
立
金
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
総
合
的
に
勘

案
し
て
概
ね
健
全
に
運
営
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ま
す
。

9月定例会 9月定例会�9月定例会�

国体夏季大会が開かれる

市
監
査
委
員


